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近年、大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）にお

いて重水素実験が開始され、中性子計測に

よる高エネルギー粒子の振る舞いに関する

物理研究が進められてきた。一方、中性粒

子を直接計測する中性粒子分析器（ＮＰＡ）

は高エネルギー粒子のエネルギースペクト

ルを計測することができるため、高エネル

ギー粒子の研究を進める上で強力なツール

となる。そこで、軽水素実験期に稼働して

いたＥ//Ｂ－ＮＰＡの中性子遮蔽を施し、計

測が始められる準備を行った。また、時間

分解能を大幅に向上させることに成功し、

高エネルギー粒子励起不安定性などの速い

現象の観測が可能となった。図１に、Ｅ//

Ｂ－ＮＰＡ計測視線を示す。 

さらに、新規計測としてダイヤモンドを

用いた中性粒子分析器であるＤＮＰＡの開

発を行った。図２にＤＮＰＡの計測視線を

示す。この計測は計測器がコンパクトであ

るため、アレイ化をすることで空間分布を

観測することが可能である。開発初年度と

しては、用意した９つの視線のうち重要な

役割を果たす２チャンネルを稼働させるこ

とに成功した。本発表では、これらの計測

機器について、開発に関する現在までの準

備状況及び初期結果について発表を行うと

ともに、今後の開発予定についての報告も

行う。 
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図１：Ｅ//Ｂ－ＮＰＡ計測視線 

図２：ＤＮＰＡ計測視線 


